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4.　平成28年1月期第3四半期会計期間（平成27年7月21日～平成27年10月20日）および
　　平成28年1月期第3四半期累計期間（平成27年1月21日～平成27年10月20日）の業績予想

（％表示は対前年同四半期増減率）

第3四半期
純利益

百万円 百万円 百万円 百万円　％

28年1月期第3四半期
（当期8～10月度） 1,043 93 95 61  (14.0)
27年1月期第3四半期
（前期8～10月度） 855 77 87 54 （38.1)

28年1月期第3四半期累計
（当期2～10月度） 3,026 335 340 217 (141.6)

27年1月期第3四半期累計
（前期2～10月度） 2,348 141 147 90 (148.6)(4.1) (1,612.9) (146.7) 20.54

(28.9) (136.8) (131.6) 49.61

1株当たり
四半期
純利益

(△2.6) (△1.6) (39.4)

売上高 営業利益 経常利益

12.24

(8.9) 13.96

％ 　円　銭

(22.0) (20.9)

％ ％

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提
にに基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご
利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）3ページ「（3）「業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。
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【添付資料】

1.当四半期の業績等に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報

（平成27年1月21日～平成27年7月20日）

金額 対前年同期間比

売上高 1,983百万円 32.8% 増

営業利益 242百万円 273.7% 増

経常利益 245百万円 312.6% 増

第2四半期純利益 156百万円 329.9% 増

当期第39期　第2四半期累計期間

当39期第2四半期における日本国内景気は、緩やかな回復の一方で個人消費の回復が遅れる等、生活用品全般の値上げ

等で買い控えが出始めてるようです。しかし、当社の国内販売では、当第2四半期においても、すでに値上げした定番商品群

や既存品でも高単価品の売れ行きが好調を維持し、前年同期間に比べ国内の売上は力強く回復しています。

好調な国内販売に海外販売を含めた当第2四半期累計期間(2月から7月)総売上高は、19億83百万円、前年同期間対比で

32.8％増となりました。

当39期での円安進行によるやむを得ない定番品の値上げ対策は、当第2四半期においても知育・人形カテゴリー等のリ

ニューアル発売として集中していますが、流通は定番の売れ筋商品ゆえに、むしろ積極的に受け入れており、フェイスの取り

直しが順調に進んでいます。値上げ後でも売上回復が目覚ましいのは、女児玩具の「お人形シリーズ」です。同シリーズのお

道具類は当第2四半期累計段階で殆ど全品値上げに踏み切りました。前38期に原価合理化の為にパッケージリニューアルし

たお人形では、リニューアル後1年を過ぎた当第2四半期に入っても購入者数の増加は明らかで、連動して着せ替えや、販売

価格が上がったお道具購入数まで増え続けています。

また、当第1四半期から引き続き第2四半期でも好調な高単価の定番品は「ピタゴラスシリーズ」と「お米シリーズ」です。ピタゴ

ラスでは、“このおもちゃで遊ぶと算数、図形に強くなる”といった付加価値が新たに浸透し始めている様子です。お米シリーズ

では、国内だけに留まらず、純国産の付加価値が海外からの旅行客にまで受けている様子もうかがえ、拡販されています。

このような、定番でロングセラーの３つのシリーズの好調から見られる共通点は、ブランド化し購入価格に左右されていない

点にあり、当期の玩具部門売上回復を力強く牽引してる特徴だと捉えています。

また、玩具部門においては、定番品やリニューアル品以外の新製品として、乳児・知育カテゴリーで、清潔志向の高まりに着

眼し、当社にはなかったキャラクターブランド「Suzy’sZooのキチントイ」を発売、又、ターゲット年齢を4－6歳に引き上げたユ

ニークな英語玩具「なぞぽん」や女児玩具でも4－6歳女児ホビー「ママと一緒にうちデコリスト」等の発売で、新たな潜在ニー

ズの掘り起こしにも力を入れています。

自転車部門では、当第1四半期で店舗拡販された既存品の16インチ「ピッタンコ自転車」や足けりライドタイプの「ﾗｸｼｮｰライ

ダー18インチ」の好調な補充注文が当第2四半期で更に活発化し、前年を超えて国内販売を支えています。当第2四半期で

は、足けりライドタイプ「ﾗｸｼｮｰライダー」の12,14,16インチを3品同時新発売し、前年にはなかった新たな需要が顕在化し始め

ました。これにより、“補助輪取る練習要らずの自転車マスターがラクショーでできる自転車”と、従来の“補助輪や舵取り棒付き

で安心にケアされたタイプ”の選べる2タイプが当社のPeople自転車幼児ブランドとなり、広がりを見せています。

海外販売は、当第１四半期で前年より早期に米国向け出荷が開始した為、当第2四半期累積で前年より出荷量が増えてい

る事、且つ、同第2四半期間では更に前年同期間より円安ドル高が進んだ事から、為替換算差益分が上乗せされている等、

海外販売の売上増につながっています。

原価では輸入仕入決済で予め予約したUS$を使用し、ヘッジ振当て処理を行い、円安による原価高を抑えている事から、当

期の売上増が売上総利益増につながっています。経費では売上増の中心が定番品であるため広告宣伝費が効率化されて

います。これらが影響し当第2四半期累計段階の営業利益は2億42百万円となり前年同期間対比273.7%増と大きく構造改善

が進んでいます。

営業利益増を受け経常利益は2億45百万円、前年同期間対比312.6%増となり、税引後第2四半期純利益は、1億56百万円、

前年同期間対比329.9%増となりました。
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（2）財政状態に関する定性的情報

（3）業績予想に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況

当第2四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末から5百万円減少の24億57百万円となりまし
た。

流動資産は、配当金や法人税等の支払による現金及び預金が減少した一方、売上高の増加に伴う受取手

形及び売掛金の増加、仕入の増加に伴う商品の増加等により22億56百万円となりました。流動負債では支

払手形及び買掛金が四半期末日をまたぐ決済に伴い増加した一方、未払法人税等の減少等の結果、4億58

百万円となりました。純資産合計は四半期純利益の計上及び利益剰余金の配当により、前事業年度末より

71百万円減少の19億44百万円となり、結果、自己資本比率は79.1％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第2四半期末における現金及び現金同等物は、期首より2億8百万円減少し（前第2四半期累計期間比較

では2百万円の減少）12億38百万円となりました。主な要因は次の通りです。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益の計上の他、売上増に伴う売上債権や仕入

債務が増加した一方、法人税等の支払があったこと等で35百万円の収入（前年同四半期累計期間は58百万

円の収入）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、新規金型等固定資産の取得による支出により42百万円の支出

（前年同四半期累計期間は36百万円の支出）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金支払により2億1百万円の支出（前年同四半期累計期

間は1億17百万円の支出）となりました。

（次期第3四半期見通し）

次期第3四半期では、玩具部門で新製品・リニューアル品等のセルインが当上半期最終月に集中した事
から、当第3四半期新製品セルイン点数が若干前年点数を下回る事、自転車では当第3四半期に再び既存品
の値上げが相次ぐ事等から、国内販売は依然前年を1割強超える好調は続くものの、上半期に比べ落ち着
きを見せると予想しています。また、海外販売では、前年同期間の9月度が出荷調整月間に当たったのに
対し、当期は潤沢な出荷が予想される上、円換算レート増で当第3四半期の売上増が想定されていますの
で、国内外合わせた当第3四半期会計期間の総売上高は122%を見通ししています。

（注）第3四半期会計期間（8～10月度）および第3四半期累計期間（2～10月度）の予想数値につきましては、サマ

リー情報の３ページ目をご参照ください。
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2.サマリー情報(その他)に関する事項

（1）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　　該当事項はありません。

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　　該当事項はありません。

（3）追加情報

（法人税率の変更等による影響）

3.継続企業の前提に関する重要事象等の概要

　該当事項はありません。

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）が、平成27年３月31日に公布され、平成

27年４月１日以降に開始する事業年度より法人税率が変更されることになりました。また、「地方税法等

の一部を改正する法律」（平成27年法律第２号）が平成27年３月31日に、「東京都都税条例及び東京都都

税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例」（平成27年東京都条例第100号）等が平成27年７月

１日にそれぞれ公布され、平成27年４月１日以降に開始する事業年度から事業税率が変更されることにな

りました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成28年１月

21日から平成29年１月20日までに解消が見込まれる一時差異については従来の35.64％から33.06％に、平

成29年１月21日以降に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については従来の35.64％から

32.26％になっております。

この税率変更による財務諸表に与える影響は軽微です。
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(4)継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

(5)セグメント情報

(6)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　 該当事項はありません。

(7)重要な後発事象

該当事項はありません。

当社は、玩具及び自転車等乗り物類の企画・販売を事業とする単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。
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5.補足情報

(1)カテゴリー別販売の状況

①第2四半期会計期間売上高 （単位　千円）

カテゴリー名 前年同期比
（％）

乳児・知育玩具 227,129    318,750          140.3 

女児玩具 129,668    178,383          137.6 

遊具・乗り物 103,706    211,224          203.7 

海外販売、その他 299,031    346,358          115.8 

合計 759,534    1,054,715        138.9 

②第2四半期累計期間売上高 （単位　千円）

カテゴリー名 前年同期間比
（％）

乳児・知育玩具 482,924    619,266          128.2 

女児玩具 273,003    355,348          130.2 

遊具・乗り物 245,750    422,326          171.9 

海外販売、その他 491,788    585,922          119.1 

合計 1,493,464  1,982,862        132.8 

③新発売商品及び主なリニューアル商品

標準小売価格 標準小売価格

 5,900  2,980

 780
 1,680

 680  1,200

 550  1,780

 650  1,380

 550  1,200

 780  1,980

 680 「ザ・プレミアム知育」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）  13,900

「頭と体の知育ﾎﾞｯｸｽDX」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）  7,800

「やりたい放題ビッグ版」(ﾘﾆｭｰｱﾙ)  4,800

「なぞぽん」  6,480

「1・2年生の小学生ピタゴラス」  3,480

「3・4年生の小学生ピタゴラス」  3,480

「高学年の小学生ピタゴラス」  3,480
￥2,400～
￥15,000

 4,380
 2,480

　〃「ぽぽちゃんデビューセット」  5,300  1,280

 1,480  2,480

 1,280  1,480

 3,680  4,380

 3,980  4,800

 4,580

 1,280

遊具・乗り物
オープン価格 オープン価格

乳児・知育玩具

「おんぶとだっこﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）

人形「ちいぽぽちゃん　ごくごくﾐﾙｸ
＆お世話ｸｯｼｮﾝつき」(ﾘﾆｭｰｱﾙ)

女児玩具

着せ替え「気分は仲良し親子　おそ
ろいお出かけセット」

　〃「ワンちゃんのツーピース」

「つけてオン！さわってバン！知育
テレビ」

　　　〃
「集中コースター」

「Suzy's Zooのキチントイ」6種

家具「登れるハイチェア・プレミア
ム」（2色）

ノンキャラベビーシリーズ
「初めて自分で鳴らせるﾅﾉﾁｬｲﾑ」

　　　　　　〃
「なめやすくていいね」(ﾘﾆｭｰｱﾙ)　　　　　　〃
「両手でなめたりかんだり」
    (ﾘﾆｭｰｱﾙ)

「ママといっしょにうちデコリスト　はじめ
てセット」

　　　　　　〃
「頭がよくなるラッパ」(ﾘﾆｭｰｱﾙ)

「ママといっしょにうちデコリスト　おたん
じょうびデコパーツセット」

「いたずら専用お財布遊び」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）

「いたずら専用お財布遊びスペシャル」

「お洗たくごっこPlus　アイロン＆
かごつき」(ﾘﾆｭｰｱﾙ)

「ママになりきりﾊﾟｰﾌｪｸﾄｾｯﾄ」
　　　(ﾘﾆｭｰｱﾙ)

　　　　　　〃
「なめても安心なめもみ花子」
　　　　　　〃
「軽い！遊べる！持たせて安心」

　〃「やぶれない！ほどけない！指
いじり専用ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ」

　　　〃
「小さいもの大集合」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）
　　　〃
「いつかはお片付け」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）

カテゴリー名

至平成26年7月20日） 至平成27年7月20日）

至平成26年7月20日）

当第2四半期　新発売商品

前第2四半期累計期間
(自平成26年1月21日 (自平成27年1月21日

 至平成27年7月20日）

第1四半期　新発売商品

商品名

前第2四半期会計期間 当第2四半期会計期間
(自平成26年4月21日 (自平成27年4月21日

商品名

当第2四半期累計期間

指先の知育シリーズ
「フルコース」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）

　　　〃
「型はめの第一歩」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）

「ラクショーライダー」3種（12、14、16イン
チ）

人形「よちよちぽぽちゃん　白うさぎファッ
ション」(ﾘﾆｭｰｱﾙ)

「おしゃべりキッチン＆子育てリビングダイ
ニング」

「おしゃべり弁当　ピクニックシート付き」
（ﾘﾆｭｰｱﾙ）

着せ替え「ぽぽちゃん専用ﾛｰｽﾞ柄ﾄﾞﾚｽ浴衣」

「おしゃべりトイレ　デコデット付き」（ﾘ
ﾆｭｰｱﾙ）

当第2四半期会計期間及び累計期間の販売の状況について、当社は単一セグメントとしているため、カテゴリー
別に示すと以下の通りです。
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